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受
講
者
は
広
島
市
と
県
の
子

ど
も
会
連
合
会
が
募
集
、
安
芸

太
田
町
か
ら
は
加
計
高
校
生
四

１ 

              

三
段
峡
観
光
協
会
が
一
九
五

九
年
に
発
行
し
た
小
冊
子
「
三

段
峡
」
が
あ
る
。
編
集
、
写
真
撮

影
、
装
幀
の
全
て
を
加
藤
武
三

氏
（
一
九
一
二
年
―
七
三
年
）
が

担
っ
た
。
広
島
市
に
生
ま
れ
、
西

中
国
山
地
を
中
心
に
活
躍
し
た

登
山
家
で
あ
る
。 

 

著
作
も
多
く
、
広
島
の
山
岳

界
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
。

１ 

   

  
 

        

人
と
教
師
二
人
が
参
加
し
た
。 

 

講
座
は
二
部
構
成
。
前
半
は

自
然
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞

き
、
枯
山
水
庭
園
づ
く
り
な
ど

を
体
験
し
、
森
の
成
り
立
ち
や

た
た
ら
製
鉄
の
歴
史
を
学
ん
だ

＝
写
真
。
後
半
は
四
班
に
分
か

れ
、
三
段
峡
の
自
然
を
生
か
し

た
活
動
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
。 

初
対
面
で
も
活
発
な
発
言
が

あ
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア 

に
は
、
笑
い
声
が
起
き
た
。
参
加 

し
た
加
計
高
校
生
は
「
私
の
地

１ 

   

内
黒
峠
に
は
石
碑
が
建
つ
。 

 
 

 

  

国
定
公
園
指
定
の
運
動
な
ど

に
「
異
常
と
も
い
え
る
情
熱
を

生
涯
燃
や
し
続
け
た
」
と
さ
れ
、

戦
後
の
熊
南
峰
と
も
呼
べ
そ
う

な
人
物
で
あ
る
。 

 

冊
子
の
作
製
に
は
苦
労
が
あ

っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
南
峰
時

１
１ 

     
 

     

元
に
は
な
い
景
色
、
得
ら
れ
な
い

体
験
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。 

 

今
年
一
月
、
深
入
山
で
実
施
し

た
太
田
川
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

研
修
を
試
験
事
業
と
し
、
今
後
三

年
間
で
太
田
川
の
自
然
を
学
び
、

伝
え
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。 

               

代
を
踏
襲
し
て
い
る
部
分
が
多

い
が
、
中
に
は
違
い
も
あ
る
。
そ

の
一
つ
が
黒
淵
か
ら
上
流
へ
約

五
分
の
「
仏
岩
」
の
伝
説
で
あ
る
。 

南
峰
は
「
昔
こ
の
岩
か
ら
と
き

ど
き
鉦
の
音
が
聞
こ
え
、
瀬
に
響

き
渡
っ
て
い
た
」
と
書
く
が
、
冊

子
に
は
「
左
岸
に
燈
台
小
屋
と
よ

ば
れ
る
岩
小
屋
が
あ
り
、
昔
こ
こ

に
一
夜
を
仮
泊
し
た
山
人
が
寂

１ 

名
勝
指
定
百

周
年
事
業
で
連

携
を
め
ざ
す
帝

釈
峡
の
関
係
者

三
人
が
十
一
月

二
十
一
日
、
南

峰
橋
ま
で
歩
い

て
峡
内
を
視
察

し
、
国
定
公
園

の
勉
強
会
や
連

携
に
向
け
た
ア

イ
デ
ア
の
意
見 

 

 

    
 

         

し
さ
の
あ
ま
り
読
経
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
川
床
で
鉦
の
音
が
カ

ン
カ
ン
と
響
い
た
」
と
あ
り
、
興

味
深
い
。 

 
 

   

仏
岩
の
対
岸
に
は
下
流
に
細

長
い
雄
滝
（
お
だ
き
）
と
上
流
に

幅
の
広
い
雌
滝
（
め
だ
き
）
が
あ

る
。
南
峰
の
地
図
と
冊
子
と
で

１ 

      

を
交
換
し
た
。
相
互
訪
問
は
九

月
の
帝
釈
峡
に
続
き
二
回
目
。 

 

小
林
久
哉
副
理
事
長
と
松
尾

俊
孝
理
事
が
、
自
然
観
察
を
取

り
入
れ
た
ガ
イ
ド
や
名
勝
的
視

点
を
解
説
し
な
が
ら
案
内
、
今

井
勝
則
三
段
峡
観
光
同
業
組
合

長
が
加
わ
り
、
紅
葉
の
黒
淵
荘

で
食
事
を
楽
し
ん
だ
。 

 

意
見
交
換
で
は
交
流
の
取
り

組
み
、
互
い
の
魅
力
や
相
違
点 

 
 
 
 
 
 

 

が
分
か
る
情
報
発
信
の
工
夫
な

ど
が
出
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

松
尾
理
事
は

「
峡
谷
に
対
す
る 

 

評
価
や
関
心
が
落

ち
て
い
る
現
在
、

協
力
し
て
価
値
を

向
上
さ
せ
る
の
が

大
切
だ
」
と
、
連
携

の
意
義
を
強
調
し

た
。
帝
釈
峡
観
光

協
会
の
門
田
圭
司 

    

は
名
称
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

加
藤
氏
の
ミ
ス
で
は
な
く
、
見

た
目
の
印
象
で
呼
ば
れ
、
定
着

し
た
よ
う
だ
。
が
、
凹
凸
の
形
か

ら
民
俗
名
を
残
し
た
南
峰
の
見

方
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考

え
る
。 

 
 

（
松
尾 

俊
孝
） 

▽
訂
正 
前
号
「
寺
ケ
瀬
」
の
掲

載
番
号
は
「
㉗
」
の
誤
り
で
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

事
務
局
長
は
「
写
真
愛
好
家
や
ガ

イ
ド
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
民
間
交

流
か
ら
連
携
の
成
果
を
積
み
上 

    

正
面
口
か
ら
栂
崎
ま
で
の
探

勝
路
で
十
一
月
二
十
七
日
、
蘚
苔

類
（
コ
ケ
類
の
総
称
）
の
調
査
が
、

広
島
大
学
大
学
院
統
合
生
命
科

学
研
究
科
の
坪
田
博
美
准
教
授

を
講
師
に
開
か
れ
た
。
さ
ん
け
ん

か
ら
四
人
が
参
加
し
た
。 

 

解
説
を
聞
き
な
が
ら
じ
っ
く

り
観
察
し
、
約
四
十
種
を
採
取
し 

                

げ
た
い
」
と
述
べ
た
。
次
回
の
相

互
訪
問
は
新
緑
の
こ
ろ
を
予
定

し
て
い
る
。 

   

た
。「
三
段
峡
は
一
般
へ
は
知
ら

せ
た
く
な
い
コ
ケ
の
宝
庫
で
す
。

研
究
に
は
覚
悟
が
い
り
ま
す
よ
」

と
坪
田
さ
ん
。
現
場
で
の
正
確
な

同
定
は
難
し
く
、
結
果
が
出
る
の

は
後
日
に
な
る
。 

 

蘚
苔
類
の
調
査
は
さ
ん
け
ん

の
課
題
だ
っ
た
。
研
究
者
が
少
な

く
、
三
年
越
し
で
実
現
し
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

も
生
活
も
人
間
を
取
り
巻

く
状
況
は
激
変
し
た
。
自

然
は
ゆ
っ
く
り
だ
が
確
実

に
変
化
し
て
い
る
。
観
光

の
在
り
方
も
問
わ
れ
る
。 

 

「さんけん」の歩み（2018 年 11 月～2019 年 10 月） 

2018 年 11 月 安芸太田中学校の「地域を知る授業」をサポート▼オシド
リを見るツアー▼組織基盤強化セミナー修了 

１２月 持続可能な開発目標(ＳＤＧｓ)の人材育成現地研修受け入れ 
１月 太田川ジュニアリーダー研修▼組織マネージメント研修、大阪視

察▼安芸太田町長期総合計画を読む会 
２月 「特例認定ＮＰＯ法人」を取得▼ＳＤＧｓ事業報告会（東京） 
３月 ＮＰＯ特例認定報告会▼雪割草群落、テングコウモリを確認 
４月 町が「三段峡 樹木・景観ガイドブック」発行、企画段階から全

面協力▼探勝路・トイレ清掃▼無印良品社員コメ作り体験 

５月 「ガイドブック」発行記念講演会とツアー▼恐羅漢山麓で早朝野
鳥観察▼無印良品が初ツアー▼年次総会 

６月 山の日イベントに「あおぞら教室」「ゴマシジミ保護活動」で協賛
▼奥三段峡ツアー調査▼深入山でゴマシジミ調査 

７月 パブリックリソース財団の助成事業、深入山でチョウ捕獲調査▼
オオサンショウウオ本格調査▼古い三段峡の写真譲り受ける 

 ８月 広島ホームＴＶ地球派宣言 太田川川ガキ体験ツアー▼広島大
「地域の元気応援プロジェクト」に事業申請▼外国人記者が取材 

９月 帝釈峡視察▼パタゴニア広島店で三段峡展 
１０月 東京海上日動「地球元気プログラム」助成決定▼清掃活動・景観

講座▼広島大プロジェクトで学生が来峡、調査 
 

 
 

南
峰
と
歩
く 

 

㉘ 

仏
岩
（
ほ
と
け
い
わ
） 

■
滝
の
名
入
れ
替
わ
る 

■
異
な
る
南
峰
と
加
藤 

興
味
深
い
二
つ
の
「
鉦
の
音
」
伝
説 

   

▼
疑
問
符 

さ
ん
け
ん
新
聞 
 

例
年
、
十
一
月
初
旬
に

観
光
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

が
、
今
年
は
月
末
ま
で
客

１ 
 

一口メモ 

足
が
絶
え
な
か
っ
た
。
売

り
上
げ
面
で
は
良
だ
が
、

環
境
面
で
は
疑
問
符
だ
。 

熊
南
峰
が
黒
淵
の
渡
舟

を
提
案
し
て
百
年
。
社
会 

    

     
 

 深まる秋、三段峡に和装の妖艶

な鬼女が舞い降りた。異空間を演

出したのは一人の理事。深遠な峡

谷の雰囲気を別角度から引き出

そうと今、秘策を温めている。 

 

 

 

太
田
川
流
域
振
興
会
議
（
国
、
県
、
流
域
市
町
で
構
成
）

か
ら
さ
ん
け
ん
が
委
託
を
受
け
た
、
太
田
川
流
域
子
ど
も

交
流
事
業
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
が
十
一
月
十
七
日
、
中
高

生
十
七
人
が
参
加
し
て
三
段
峡
正
面
口
で
開
か
れ
た
。
今

回
か
ら
三
年
計
画
で
進
め
る
事
業
。 

   
 
 

リ
ー
ド 

妖
艶
な
鬼
女
舞
い
降
り
る 

コ
ケ
類
初
調
査 

約
四
十
種
採
取 

 

連携へ意見交換 

帝釈峡関係者が来峡 

太
田
川
流
域
子
ど
も
交
流
事
業
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座 

十
七
人
受
講 

三
年
計
画
ス
タ
ー
ト 

https://sanken-/

